
作成 '14-4-9 荒木、甲藤 改

検認 伊藤、大越 定

耐震強度計算書（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ）

　『建築設備耐震設計・施工指針』（2005年版 日本建築センター）の
第2章（各部の設計）のアンカーボルトの強度計算方式に準拠して検討する。

１．機種＝ 空冷式冷房専用チラー

２．形名＝ MCAV-EP600A-N

３．機器緒元（図EY482746 参照）

　（１）機器質量（運転質量）Ｗ＝ 845 ㎏ × 9.8m/s2 ／ 1000 ＝ 8.3 kN
　（２）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ（L形）
　　　①総本数 ｎ＝ 4 本
　　　②ｻｲｽﾞ   ＝Ｍ 12 － Ｌ 形

　　　③一本あたりの軸断面積（呼径による断面積）　 Ａ＝ 1.130 cm2
　　　④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ総本数
　 Ｎｔ＝ 2 本
　（３）据え付け面より機器重心までの高さ　 Ｈｇ＝ 89.6 cm
　（４）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄｽﾊﾟﾝ　 Ｌ＝ 86 cm
　（５）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄ中心から機器重心までの距離

Ｌｇ＝ 41.2 cm（Ｌｇ≦Ｌ/２）

４．検討計算

　（１）設計用水平震度　 Ｋh＝ 1.0
　（２）設計用垂直震度　 Ｋｖ＝Ｋｈ/２＝ 0.5
　（３）設計用水平地震力　 Ｆh＝Ｋh×Ｗ＝ 8.3 kN
　（４）設計用鉛直地震力　 Ｆｖ＝Ｋv×Ｗ＝ 4.2 kN
　（５）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの引き抜き力　Ｒｂ
　　　　Ｒｂ＝｛Ｆｈ・Ｈｇ－（Ｗ－Ｆｖ）・Ｌｇ｝／｛Ｌ・Ｎｔ｝
　　　　　  ＝ 3.35 kN
　（６）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄのせん断力　Ｑ
　　 Ｆh／ｎ＝ 2.08 kN
　（７）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに生ずる応力度
　　　①引っ張り応力度　σ

σ＝Ｒｂ／Ａ＝ 2.96 kN／cm2＜ｆｔ＝17.6kN／cm2
　　　②せん断応力度　τ

　　　　　τ＝Ｑ／Ａ＝ 1.84 kN／cm2＜ｆs＝10.1kN／cm2
　　　③引っ張りとせん断を同時に受ける場合

　　　　　ｆｔｓ＝1.4ｆｔ－1.6τ＝ 21.7 kN/cm2

　　　　σ＝ 2.96 kN／cm2 ＜ fts ＝ 21.7 kN／cm2
　（８）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの施工法（建築設備耐震設計・施工指針　表3.3(ⅳ)を参考とした。）
　　　①ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ施工法　＝ 箱抜きアンカー
　　　②ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ＝ 150 mm
　　　③ﾎﾞﾙﾄの埋め込み長さ＝ 98 mm
　　　④許容引き抜き力　Ｔａ＝ 3.6 kN ＞ Ｒｂ＝ 3.35 kN

以上の計算より、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは十分な強度を有する。

以上
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耐震強度計算書（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ）

　『建築設備耐震設計・施工指針』（2005年版 日本建築センター）の
第2章（各部の設計）のアンカーボルトの強度計算方式に準拠して検討する。

１．機種＝ 空冷式冷房専用チラー

２．形名＝ MCAV-EP600A-N

３．機器緒元（図EY482746 参照）

　（１）機器質量（運転質量）Ｗ＝ 845 ㎏ × 9.8m/s2 ／ 1000 ＝ 8.3 kN
　（２）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ（L形）
　　　①総本数 ｎ＝ 4 本
　　　②ｻｲｽﾞ   ＝Ｍ 12 － Ｌ 形

　　　③一本あたりの軸断面積（呼径による断面積）　 Ａ＝ 1.130 cm2
　　　④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ総本数
　 Ｎｔ＝ 2 本
　（３）据え付け面より機器重心までの高さ　 Ｈｇ＝ 89.6 cm
　（４）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄｽﾊﾟﾝ　 Ｌ＝ 86 cm
　（５）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄ中心から機器重心までの距離

Ｌｇ＝ 41.2 cm（Ｌｇ≦Ｌ/２）

４．検討計算

　（１）設計用水平震度　 Ｋh＝ 1.0
　（２）設計用垂直震度　 Ｋｖ＝Ｋｈ/２＝ 0.5
　（３）設計用水平地震力　 Ｆh＝Ｋh×Ｗ＝ 8.3 kN
　（４）設計用鉛直地震力　 Ｆｖ＝Ｋv×Ｗ＝ 4.2 kN
　（５）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの引き抜き力　Ｒｂ
　　　　Ｒｂ＝｛Ｆｈ・Ｈｇ－（Ｗ－Ｆｖ）・Ｌｇ｝／｛Ｌ・Ｎｔ｝
　　　　　  ＝ 3.35 kN
　（６）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄのせん断力　Ｑ
　　 Ｆh／ｎ＝ 2.08 kN
　（７）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに生ずる応力度
　　　①引っ張り応力度　σ

σ＝Ｒｂ／Ａ＝ 2.96 kN／cm2＜ｆｔ＝17.6kN／cm2
　　　②せん断応力度　τ

　　　　　τ＝Ｑ／Ａ＝ 1.84 kN／cm2＜ｆs＝10.1kN／cm2
　　　③引っ張りとせん断を同時に受ける場合

　　　　　ｆｔｓ＝1.4ｆｔ－1.6τ＝ 21.7 kN/cm2

　　　　σ＝ 2.96 kN／cm2 ＜ fts ＝ 21.7 kN／cm2
　（８）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの施工法（建築設備耐震設計・施工指針　表3.3(ⅳ)を参考とした。）
　　　①ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ施工法　＝
　　　②ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ＝ 150 mm
　　　③ﾎﾞﾙﾄの埋め込み長さ＝ 90 mm
　　　④許容引き抜き力　Ｔａ＝ 9.2 kN ＞ Ｒｂ＝ 3.35 kN

以上の計算より、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは十分な強度を有する。

以上
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耐震強度計算書（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ）

　『建築設備耐震設計・施工指針』（2005年版 日本建築センター）の
第2章（各部の設計）のアンカーボルトの強度計算方式に準拠して検討する。

１．機種＝ 空冷式冷房専用チラー

２．形名＝ MCAV-EP600A-N

３．機器緒元（図EY482746 参照）

　（１）機器質量（運転質量）Ｗ＝ 845 ㎏ × 9.8m/s2 ／ 1000 ＝ 8.3 kN
　（２）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ（L形）
　　　①総本数 ｎ＝ 4 本
　　　②ｻｲｽﾞ   ＝Ｍ 12 － Ｌ 形

　　　③一本あたりの軸断面積（呼径による断面積）　 Ａ＝ 1.130 cm2
　　　④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ総本数
　 Ｎｔ＝ 2 本
　（３）据え付け面より機器重心までの高さ　 Ｈｇ＝ 89.6 cm
　（４）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄｽﾊﾟﾝ　 Ｌ＝ 86 cm
　（５）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄ中心から機器重心までの距離

Ｌｇ＝ 41.2 cm（Ｌｇ≦Ｌ/２）

４．検討計算

　（１）設計用水平震度　 Ｋh＝ 1.5
　（２）設計用垂直震度　 Ｋｖ＝Ｋｈ/２＝ 0.75
　（３）設計用水平地震力　 Ｆh＝Ｋh×Ｗ＝ 12.5 kN
　（４）設計用鉛直地震力　 Ｆｖ＝Ｋv×Ｗ＝ 6.3 kN
　（５）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの引き抜き力　Ｒｂ
　　　　Ｒｂ＝｛Ｆｈ・Ｈｇ－（Ｗ－Ｆｖ）・Ｌｇ｝／｛Ｌ・Ｎｔ｝
　　　　　  ＝ 6.04 kN
　（６）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄのせん断力　Ｑ
　　 Ｆh／ｎ＝ 3.13 kN
　（７）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに生ずる応力度
　　　①引っ張り応力度　σ

σ＝Ｒｂ／Ａ＝ 5.35 kN／cm2＜ｆｔ＝17.6kN／cm2
　　　②せん断応力度　τ

　　　　　τ＝Ｑ／Ａ＝ 2.77 kN／cm2＜ｆs＝10.1kN／cm2
　　　③引っ張りとせん断を同時に受ける場合

　　　　　ｆｔｓ＝1.4ｆｔ－1.6τ＝ 20.2 kN/cm2

　　　　σ＝ 5.35 kN／cm2 ＜ fts ＝ 20.2 kN／cm2
　（８）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの施工法（建築設備耐震設計・施工指針　表3.3(ⅳ)を参考とした。）
　　　①ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ施工法　＝ あと施工接着系アンカー

　　　②ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ＝ 150 mm
　　　③ﾎﾞﾙﾄの埋め込み長さ＝ 90 mm
　　　④許容引き抜き力　Ｔａ＝ 9.2 kN ＞ Ｒｂ＝ 6.04 kN

以上の計算より、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは十分な強度を有する。

以上
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